
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
このシンポジウムは、公益財団法人 河川財団の河川整備基金の助成を受けています。 

水資源は産業活動にとって必要不可欠な資源であり、事業者は

貴重な水資源を保全するため、環境負荷の低減に取り組んでいます。 

近年、生物多様性保全の観点から、水環境においても生態系影響

への関心が高まっています。環境基準の生活環境項目に関して、2003

年からは水生生物保全に関する環境基準が亜鉛などで導入され、閉

鎖性海域では生態系保全の観点から下層DOや透明度の基準が検討さ

れています。また、諸外国では、化学物質の生態系に対する複合影

響等を考慮して、生物応答を利用した排水管理手法が導入されてい

ます。以上を踏まえ、生態系保全を考慮した水質環境保全対策につ

いて、最新の動向を踏まえながら、有識者の方々からご講演をいた

だくともに、今後の産業界の水資源対策や水質環境保全対策につい

て考えるシンポジウムを東京及び大阪にて開催致します。 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

13:00－13:05 開会 一般社団法人産業環境管理協会 黒岩 進 専務理事 

13:05－13:40 「生態系保全を考慮した水質環境について」 

東京大学 大学院工学系研究科都市工学専攻 中島 典之 准教授 

13:40－14:15 「生態系保全を考慮した企業の水質環境保全対策」 

昭和シェル石油㈱ 環境安全（HSSE）部 巣山 廣美 担当副部長 

14:15－14:25 休憩 

14:25－15:00 「生態系保全を考慮した排水管理手法」 

三菱化学メディエンス㈱ 創薬支援事業部 環境リスク評価センター 

環境影響評価グループ生態影響チーム 新野 竜大 チームリーダー 

15:00－15:35 「水生生物保全に係る水質環境行政の動向について」 

環境省 水・大気環境局 水環境課 根木 桂三 課長補佐 

15:35－16:30 パネル・ディスカッション（コーディネーター：東京大学大学院 中島 典之 准教授） 

東京会場 

平成 25年 10月 17日(木) 

東京国際フォーラム ホールＤ５ 

東京都千代田区丸の内 3-5-1 

電話 03-5221-9000 

http://www.t-i-forum.co.jp/general/index.php 

大阪会場 

平成 25年 10月 31日(木) 

大阪新阪急ホテル ２階紫の間 

大阪市北区芝田 1-1-35 

電話 06-6372-5101 

http://www.hankyu-hotel.com/hotel/osakashh/ 

13:00－13:05 開会 一般社団法人産業環境管理協会 黒岩 進 専務理事 

13:05－13:40 「生態系保全を考慮した排水管理手法」 

三菱化学メディエンス㈱ 創薬支援事業部 環境リスク評価センター 

環境影響評価グループ生態影響チーム 新野 竜大 チームリーダー 

13:40－14:15 「生態系保全を巡る水環境汚染の問題」 

大阪大学大学院 工学研究科 池 道彦 教授 

14:15－14:25 休憩 

14:25－15:00 「生態系保全を考慮した企業の水質環境保全対策」 

昭和シェル石油㈱ 環境安全（HSSE）部 巣山 廣美 担当副部長 

15:00－15:35 「水生生物保全に係る水質環境行政の動向について」 

環境省 水・大気環境局 水環境課 上西 琴子 課長補佐 

15:35－16:30 パネル・ディスカッション（コーディネーター：大阪大学大学院 池 道彦 教授） 


